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開　催　要　項（案）

趣　旨：　高等学校・中学校における理科教育は、新学習指導要領の施行に伴い、学習内容の抜本的な見直しが行われ、大きな変革期を迎えています。特に、高等学校では、探求的な学習が重視され、中学校理科の学習の成果を踏まえて、自然科学の複数を学び、基礎的な科学的素養を幅広く養い、科学に対する関心を持ち続ける態度を育てることが求めされています。それと共に、生徒一人ひとりの能力、適性、興味・関心等に応じて深く学び、自然を探求する能力や態度を高めることが必要とされています。
本セミナーでは、本年度は、物理教育をテーマに取り上げ、参加者全員に、中学、高校の現場の授業で役立つ実験教材を製作していただき、生徒の物理に対する興味・関心を高めるには、どうすればよいか考えていきます。実験、実習、講演を通じて多角的な視点から、生徒をひきつける今後の物理教育のあり方を考察し、議論を深めてまいりたいと思います。

先生方の多数のご参加をお待ち申し上げております。
日　程： 平成２４年１１月３日（祝）

会　場： 山口東京理科大学（山陽小野田市大学通１－１－１）

対　象： 高等学校・中学校の理科教員（※小学校教員も参加できます。）

定　員： ３０名

受講料： 無料

共　催： 山口県教育委員会・山陽小野田市教育委員会

１１月３日（祝）　　１０：００　～　１７：００
１０：００　　　　　　　　　　大学集合

　１０：００　～　１０：３０　　生涯学習センター長挨拶・大学紹介


１２：００　～　１３：００　　昼食


　１７：００　　　　　　　　　　終了

· 講師プロフィール ◇






１６：００　　　　　　　　　　終了



理科教員のためのリカレント・セミナー（物理）


生徒を引き付ける物理教育のあり方を考える








 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※遠方から参加される方で、本学宿舎（５室）への宿泊を希望される方は、事前にお申し出ください。（宿泊費は無料、朝食希望の方は５００円必要）





主　催：　山口東京理科大学生涯学習センター





～　プログラム　～





■物理学実習（１０：３０～１２：００）


テーマ：｢コンピュータ実験で示す物理現象｣


講師：金田　和博





中学校、高等学校で学習する物理は、身近に多くみられる現象を取り扱う科目にも関わらず、常に嫌いな科目、不得意な科目の上位にランクされています。その原因として、考え方を数式化し解くという学習と、日常の現象とが結びつかないことが考えられます。これを補う主な方法は実験ですが、もう一つの方法としてコンピュータ実験が考えられます。そこで本実習では、「放物運動」、「定常波」等の簡単な物理現象をシミュレーションするプログラムを、表計算ソフトMicrosoft Excelのマクロ機能を用いて作成していただきます。





























■物理学実験（１３：００～１５：３０）


テーマ：｢クリップモーターカーとアラゴーベーゴマをつくろう｣


講師：川村　康文





クリップモーターは、小学校・中学校・高校で必ず習います。ところが、微力なため，模型自動車を動かくことなんかできるはずがないと思われています。しかし、そんな微力なクリップモーターで自動車が動いたとき、みなさんは、プロジェクトXの気持ちを味わうことができると思います。 


　また、昔よく遊んだベーゴマですが、単純なベーゴマも楽しいですが、アラゴーの円板という渦電流を用いた２１世紀型ベーゴマも、学習者を引き付ける教材としては、きわめてすぐれたものです。 




















■物理学講演（１５：４０～１６：４０）


テーマ：｢これからの理科教育｣


講師：川村　康文





本年４月、文部科学省全国学力テストで初めて理科の結果が公表され、「理科離れ」の実態が得点の分析や質問項目から裏付けられたのは、記憶に新しいところです。我が国では、理科が役立つ感覚が薄く、理系人材が育ちにくい状況にあり、児童生徒に「なぜ」と考えさせる実験や授業を通して深く学びたいと思える工夫が必要です。


本講演では、小・中学校理科学習及び高等学校の物理学習の実態と問題点を明らかにし、２１世紀型の理科教育のあり方を、参加者のみなさんと議論しながら探って行こうと思います。























川村　康文（かわむら　やすふみ）　東京理科大学理学部第一部物理学科　教授


１９５９年京都市生まれ。博士（エネルギー科学、京都大学）。歌う大学教授（環境保護ソング、世界平和を祈る歌など、ホームページで無料配信中（http://www2.hamajima.co.jp/~elegance/kawamura/song.html）。


東日本大震災を受けて“つながる思いプロジェクト”を立ち上げ，震災復興応援の科学実験教室など出前行っている。講演では、作詞・作曲した「つながる思い」を必ず歌を歌う。


専門は物理教育・サイエンス・コミュニケーション。高校物理教師を約２０年間務めた後、信州大学教育学部助教授、東京理科大学理学部第一部物理学科助教授・准教授を経て２００８年４月より現職。


慣性力実験器Ⅱで平成１１年度全日本教職員発明展内閣総理大臣賞受賞、平成２０年度文部科学大臣表彰科学技術賞（理解増進部門）をはじめ、科学技術の発明が多く、賞も多数受賞。論文多数。著書は，「遊んで学ぼう！家庭でできるかんたん理科実験」（文英堂）、「地球環境が目でみてわかる科学実験」（築地書館）、「基礎物理学　上・下」（ソフトバンク）、「わかりやすい理工系の力学」（講談社）、「電気の手作り実験」（オーム社）など多数。
































写真





金田　和博（かねだ　かずひろ）山口東京理科大学工学部一般・基礎　准教授


　　　　　　　　　　　１９８４年　東京理科大学理学部第一部応用物理学科卒業


	　　　　　　　　１９８６年　同大学大学院理学研究科物理学専攻修士課程修了


	　　　　　東京理科大学　博士（理学）


	　　　三洋電機株式会社研究開発本部主任研究員を経て、２０１１年より現職





























写真





◇申し込み方法





電話、FAX、ホームページにより申し込むことができます。お申し込みの際には、必ず、以下の必要事項をご記入、又はご連絡ください。





＜必要事項＞  ①氏名、②学校名、③連絡先（TEL、FAX、E-mail等）、④本学宿舎への宿泊希望の有無


＜ 申込先 ＞　山口東京理科大学事務部


〒756-0884　山口県山陽小野田市大学通１－１－１


TEL：０８３６－８８－３５００


FAX：０８３６－８８－３４００


http://www.yama.tus.ac.jp/


＜申込締切＞　平成２４年１０月３１日（水）














